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音更川について

アークコーポレーション㈱ 社内研修資料
講師：和田 哲也

2021年2月1日（月）16時～18時

十勝川水系・音更川における洪水の歴史と対策
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音更川流域の概要要 音更

川

流域概

要

音更町 商業が発達。乳製品加工等の食料品製造業のほか、麦類・

雑穀 豆類等の畑作も盛ん。

士幌町 乳用牛・肉用牛の酪農・畜産に加え、いも類等の畑作も盛ん。

上士幌町 乳用牛の酪農が盛ん。

■流域市町村の概要

音更町
（約4万4千人）

基幹産業は農業であり、大豆、小豆の収穫量は日本一であ

る。北海道遺産に指定された「十勝川温泉」がある。

士幌町
（約7千人）

畑作、酪農を主体とした農村地帯で、肉用牛の飼育頭数

は 日本一である。

上士幌町
（約5千人）

乳用牛等の酪農を基幹産業としている。熱気球のメッカ

として全国的に有名なまちである。
■流域の産業

音更川の流域諸元
・流域面積：740.3km2/9,010km2（十勝川流域全体）

・幹線流路延長：93.5km

・勾配：1/150～1/200

ている。

1%

27%

25%

農地

39%

■流域の土地利用

音更川の土地利用は、農

地の割合が高い。

市街地その

他 2%
11%

山林
内側：流域全体 47% 48%
外側：音更
川

糠平湖

タウシュベツ川橋梁

柳町河川緑地パ

ークゴルフ場

十勝川合流点

十勝川合流点付近は、音

更市街が広がり、高水敷

は公園の利用が盛んであ

る。

音更

町音更

町

KP15～16付近

周辺には河岸段丘が形成 さ

れており、畑地として利用さ

れている。河道内に は河畔

林が繁茂している。

士幌新

橋

士幌新橋付近

十勝頭首工によりかんが い

用水が供給されている。上流

には河畔林が繁茂し

■流域市町村の取り組み

音更町 地域のエネルギー資源を活用することで、

化石燃料に極力頼らない社会形成を目指

す

環境保全プロジェクト等。

士幌町 農業の担い手の育成・確保に向けた農業経

営基盤強化の促進等。

上士幌町 「イムノリゾート（免疫保養地）上士幌

構想」による健康と癒しのまちづくり

。

■地域のイベント

音更町 ハナックフェスティバル、十勝川白鳥まつり等

士幌町 しほろ7000人のまつり、しほろ収穫祭

上士幌町 北海道バルーンフェスティバル、上士幌ウィンターバルーンミ

ーティング

士幌町じゃがい

も

しほろ

牛

ハナックフェスティバ

ル

しほろ7000人のまつ

り

音更町小

麦

音更町小

豆

バルーンフェスティバ

ル

イムノリゾート上士幌

「森林浴と温泉浴の調査研究

」

上士幌町乳用

牛

凡 例

流域界

ダム
浸水想定区域
直轄管理区間起終端
高速道路
高規格道路

一般国道

凡 例

流域界

ダム
浸水想定区域
直轄管理区間起終端
高速道路
高規格道路

一般国道



22

音更川流域の特性徴

安倍川 利根川

札内川吉野川
石狩川音更川

十勝川

利別川

帯広市街地 支川合流点位置

◆ 音更川は、人口・資産等が集積する

帯広市街地において、急勾配で流下

し、比較的短時間に水位が上昇しや

すい。

◆ 音更川は、その源を音更山(標高1,932m)付近に発し、糠平湖を経由して、上士幌町、

士幌町を通過し、広大な畑作地帯に入り河床勾配約1/150～1/200の急勾配で音更町

市街地を貫流して十勝川と合流する。
利根

川

安倍

川
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支川合流点位置支川合流点位置
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川

流域概要 音更

川

太平洋
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河道模

式

KP

河床材

料 代表

粒径
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現況河床勾配 1/I 1/201
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音更川の河道特性

左岸堤防

右岸堤防
Ａ

Ａ
’

左岸堤防

右岸堤防

河
道
幅

低
水
路
幅

Ａ
Ａ
’

◆ 堤間が平均340mと広く、低水路幅は平均70mで河床勾配1/200以上の急流河川である。

音更

川

流域概

要
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十勝頭首工

KP27.56
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平成2年

計画高水位

10

音更川の河床高

15 20

距離標（KP)

音更川の平均河床高縦断図
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◆ 下流部および上流部において護岸工事等の河道改修による河床低下が見られ

るが、長期間で見た場合は概ね安定傾向にある。

水位（m）

音更

川

流域概

要

30

40

50 平成12年

5

S45～H2にかけて低下

170

180

25

190
S45～H12にかけて低下

5

Ｓ５０～Ｈ4で護岸工事等の河道改修によ

る低水路幅の固定化により河床低下

25 30

昭和43年に完成した十勝頭首工の下

流で河床低下が見られる

十勝川合流点

KP0.58

共和橋

KP9.6+19

駒場橋

KP13.6+13

音和橋

KP21.0

士幌新橋

KP27.8+30

音更橋

KP9.0+111

宝来橋

KP0.8

十勝新橋

KP1.4+26

翠柳大橋

KP2.4＋ 214

音更川橋

KP5.4+220

音幌橋

KP6.8+97
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音更川流域の洪水被害流域概

要

音更

川昭和37年8月洪

水 音更地点
流域平均雨

量ピーク流

量

：124.0mm/3

日

： 713m3/s
昭和56年8月洪

水 音更地点
：277.6mm/3

日

流域平均雨

量ピーク流

量

：

690m3/

s

昭和56年8月洪水

農地浸水状況（音更町）

昭和56年8月洪水

木野・宝来地区航空写真

（音更町）

昭和56年8月洪水

十勝頭首工被災状況（士幌町）

◆ 過去の洪水で、音更川流域においては、市街地の浸水被害、堤防の決壊

等が見られる。

S56年8月

S37年８月

S56年8月

S37年８月

凡例（浸水したエリア）

昭和56年8月洪水

宝来築堤決壊（音更町）

昭和56年8月洪水

宝来築堤決壊（音更町）

音更
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治

水

◆ 築堤（S26～）
・昭和26年より本格的な築堤を開始し、昭和40年代に全築

堤を概成。

◆ 護岸（S27～）
・主に昭和40年代後半より護岸整備を開始。特に、下流部の音

更 町市街においては、主に昭和50年頃より護岸整備・高水敷整

備を実施。

◆ 工事実施基本計画の策定（S41）
・昭和40年の河川法改正を受け、昭和41年に策定。

◆ 工事実施基本計画の改定（S55）

・流域の開発の進展、特に中流部における人口資産の増大等を

か んがみて、昭和55年に計画を改定。

音更川の治水の沿革

音更

川

糠平ダム
糠平ダムは十勝川水系音更川に建

設された発電専用ダムで、昭和28年

着工、昭和30年完成し、昭和31年供

用を開始。貯水容量は流域内最大で

ある。
糠平ダム

河道の変遷
昭和31年の河道

現在の河道 現

在の堤防

音更川の河川整備の考え方

昭和30年の糠平ダム完成以降、蛇行幅が小さくなってきてお

り、都市部や被災箇所等に護岸を整備してきた。

十勝川
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音更川における流量の変化治

水

◆ 昭和30年の糠平ダム完成と元小屋ダムの流域

変更により、下流河道の流量が減少し、蛇行幅

が小さくなってきており、札内川の水制工によ

る河道安定化対策とは異なり、低水護岸による

整備がなされている。

音更川流域

糠平ダム

幌加ダム

元小屋

ダム

糠南ダム

活込ダム

仙美里ダム

宇煙ダム

利別川流域

へ発電用水

を導水

音更

音更

川
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糠平ダム流入量

士幌観測流量（暫定値）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※3月の糠平ダム実績流入量は不明。

糠平ダム実績流入量と士幌観測流量の比較

（平成19年度の月合計値）

士幌

H17

S47

KP 3.0

KP 4.0

KP 3.0

KP 4.0
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音更川KP3.0付近における航空写

真
◆ 音更川の河道幅は、S30年以降、減少す

る傾向にある。
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S42 0/3
0/4

音更川の河道変遷

護岸等による河道安定化傾向
（最大澪筋幅の変化）

治

水
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KP26.0 KP26.4
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河岸侵食について

昭和56年8月洪水 河岸侵食状況（音更地点ピーク流量：690m3/s） 平成13年9月洪水 河岸侵食状況（音更地点ピーク流量：152m3/s）

KP

3.0

治水 音更

川◆ 音更川は、急流河川としては粒径が比較的小さく、河床が動きやすい傾向にあり、比較的小規 模

な洪水においても河岸侵食が頻発している。

◆ 昭和56年8月洪水では、音更地点ピーク流量が約690m3/sとなり、比較的規模の大きい河岸侵 食

箇所が22箇所確認されている。

◆ また、平成１３年９月洪水では、小規模な出水（音更地点ピーク流量約１５０m3/s）にもかかわら

ず、侵食幅10ｍ以上の河岸侵食箇所は、49箇所確認されているほか、最大で約４０ｍの側方侵 食

が確認されている。

◆ より大規模な洪水では、著しい侵食や洗掘が生じる可能性があり、護岸や堤防保護対策が必要

である。

音更川KP26.5右

岸

河岸侵食状

況

音更川KP3.0左

岸

河岸侵食状

況

侵食後の河岸ライン

侵食前の河岸ライン

KP

3.2

KP

2.8

KP

2.6
KP

3.4

75

m



1010

流況解析結果（計画流量ピーク時の流速コンター図）

凡 例

← 流速ベクトル

9.0

8.0

7.0

6.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

流速

5.0（m/s）

計画高水流量流下時の流速について治水 音更

川
◆ 計画高水流量流下時における現象を推測するために、二次元流況解析を実施した

。
◆ 解析結果より、低水路の流速がおよそ4m/s以上となり、また、高水敷での流速が

張芝の限界流速2.0m/sを上回るなど危険な状況が想定される。



1111 十勝川中流部
市民協働会議

性

治水 音更

川
◆ 帯広市、音更町の主要部は、扇状地からなる急勾配の地形であり、破堤した場合、

土砂を含む氾濫流により甚大な被害が発生する可能性がある。
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十勝川合流点

KP 0.53

音更水位観測所

KP 9.13
士幌水位観測所

KP 30.10

0

1,000

900 m3/s

2,000

1700 m3/s

3,000

4,000

5,000

-5 0 5 10 20 25 30 3515

距離標（KP)

計画高水流量

目標流量（河道への配分流量）

現況河道の流下能力（堤防完成化）

現況河道の流下能力

完成堤防

暫定堤防

山付き

堤防

状況
左岸

右岸

音更川流下能力図

堤防完成化により流下能力

が向上する区間

音更川の現況流下能力
治水 音更川

◆ 目標流量（河道への配分流量）に対して、流下能力上、安全に流下するための

河 道断面が、一部不足している区間がある。

流下能力（m3/s）

流下能力不足 流下能力不足
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現状と課題（治水） 音更

川

治

水

治 水

◆ 音更川は、人口・資産等が集積する帯広市街地において、急勾配（1/150～ 1/200）

で流下し、比較的短時間に水位が上昇しやすいことから、洪水氾濫により甚大な被害

を生じる恐れがある。

◆ 目標流量（河道への配分流量）（十勝川の帯広基準点より下流域における戦後最大

規模の洪水である昭和37年8月洪水の規模により設定）に対して、流下能力上、安全

に流下するための河道断面が、一部不足している区間がある。

◆ 帯広市街地において十勝川に合流する音更川では、急流河川特有の土砂を含んだ流

水の強大なエネルギーによる洗堀や侵食等に伴う洪水氾濫を防ぐため、現象の十分

な把握を目的とした監視、調査を継続的に実施し、その結果を踏まえ必要な対策を行

う必要がある。

◆ 音更川の利水ダム（発電）である糠平ダムは流域内最大のダムであり、治水容量が

ないものの、結果的に洪水流量をカットし、流出のピークを遅らせている。
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音更川の利水の現状①

利

水

音更

川

※数値は、水利権の最大取水量による。

※参考文献：一級水系水利権調書（北海道開発局）

種別 件数 取水量（m3/s）

水道用水 1 0.0

工業用水 2 0.4

かんがい用水 2 11.1

発電用水 3 92.2

その他 1 0.0

計 9 103.7

音更川の取水量

音更川における

取水割合

割合

十勝川流域に占める

音更川の発電以外の

水利用の割合

十勝川流域：547.5m3/s

十勝川流域：41.2m3/s

その他流域

83％

その他流域

72％

音更川流域 28％

（11.5m3/s）

音更川流域 17％

（92.2m3/s）

発電用水

93.1％

工業用水

0.4％

かんがい用水

6.5％

水道用水

0.0％
その他
0.0％

◆ 河川水の利用は、水道用水、工業用水、かんがい用水、発電用水等多岐にわたって

いる。

◆ かんがい用水は、現在約1,754haに及ぶ農地に利用されている。

◆ 発電用水として糠平発電所をはじめ、現在3箇所の発電所により総最大出力約

79,000kwの電力供給が行われている。

◆ 十勝川流域全体に占める音更川の発電用水の割合は約17％、発電以外の水利用

（水道用水、工業用水、かんがい用水等）の割合は28％となっている。

十勝川流域に占める

音更川の発電用水の
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利

水

音更川の利水の現状② 音更

川

※丸記号内の数字は、音更川流域全体の用途別水利権量に占める割合（％）を表す。

15％

94％

49％

◆ 音更川流域内には、発電に利用されているダムが3箇所あり、3箇所の発電所に最
大 約92m3/sの発電用水が導水されている。

◆ 十勝頭首工からの安定したかんがい用水の供給により、音更川流域に隣接する中士
幌地区で、国営土地改良事業による総合かんがい排水事業が実施されている。

◆ 上流部に位置する元小屋ダムから、利別川流域に最大約20m3/sの発電用水が導水
さ れており、利別川流域への流域変更が行われている。

音更川流域

十勝頭首工（かんがい）

最大取水量 ：Q=11.096m3/s  

かんがい面積：1,753.5ha

国営総合かんがい排水事業の中士幌地

区へ、かんがい用水を導水

糠平ダム（糠平発電所）

最大取水量：Q=45.0m3/s  

最大出力 ：42,000kW

糠平ダムから、発電用水を供給

主に幌加ダムから、発電用水を供給

幌加ダム（幌加発電所）

最大取水量：Q=14.2m3/s 

最大出力 ：10,000kW

36％

2％

3％

1％

0％

：発電用水

割合（％）
0

音更川流域全体に占める
100

10 ：水道用水

10：工業用水

10：かんがい用水

10 ：発電用水

10：その他

糠平ダム

十勝頭首工

幌加ダム

元小屋ダム

糠南ダム

仙美里ダム

宇煙ダム

利別川流域

へ発電用水

を導水

0％

活込ダム

音更（主要地点）



1717

利

水

音更川の利水の現状③

◆ 過去２０年間の利水状況は、変化していない

。

音更

川

0
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120

S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13

発電用水の経年変化

H15 H17 H19

水
利
権
量

(m
3
/s

)

発電

0

5

10

15

20

S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13

かんがい用水の経年変

化

H15 H17 H19

水
利
権
量

(m
3
/s

)

かんがい

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13

水道用水の経年変化

H15 H17 H19

水
利
権
量

(m
3
/s

)

工業用水

0

20

40

60

80

100

120

S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19

水系全体の経年変化

※一級水系水利権調書（北海道開発局）をもとに整理した。

水
利
権
量

(m
3
/s

)

全体
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10

15

20

H13 H14 H15 H16

流
量
（

m
3
/s
）

豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量

利

水

◆ 音更地点の渇水流量は、1/10渇水流量を満足しており、近年経年的な変動が少なく

安定している。

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12

音更地点における河川流量の経年変化（平成元年以降

）

音更川の利水の現状④ 音更

川

5

1/10渇水流量 1.45m 3/s

0
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音更川の現況水質環境 音更

川

音更川流域

丸山橋

牧水橋

十勝頭首工

◆ 河川水質の一般的な指標であるBODの経年変化において、環境基準を概ね満足して

いるものの、近年超過している年もみられる。

1.0

0.0

3.0

2.0

5.0

4.0

6.0

S46 S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62
H1

H3 H5 H7 H9 H11  H13   H15 年

(mg/l
)

十勝新橋(音更川
)

環境基準
値

1.0

0.0

2.0

3.0

4.0

6.0

5.0

S46   S48 
S50

S52   S54   S56   S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11   H13  H15 年

音更川十勝新橋地点（類型指定A：２.0mg/l）

(mg/l
)

牧水橋 (音更川
)

環境基準
値

凡 例

環境基準地点

類型指定AA区間

類型指定A区間 類

型指定A区間

（湖沼環境基準）

幌加ダム

糠平ダム

元小屋ダム

十勝川 十勝新橋

0.0

1.0

3.0

2.0

4.0

6.0

5.0

S46   S48   S50   S52   S54   S56   S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9
H11 H13

音更川 牧水橋地点（類型指定AA：1.0mg/l）

H15年

(mg/l
)

丸山橋 (音更川
)

音更川丸山橋地点（類型指定AA：1.0mg/l）

環境基準
値

音更川の類型指定状況

※類型指定の区分点は、糠平ダム湖及びセタ川合流点

セタ川合流点
（区分点）

糠平ダム湖
（区分点）

十勝新橋付近

音更（主要地点）
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音更川の河川環境特性環

境

音更

川

■湿地等に営巣し、草地や浅瀬等

で昆虫等を採餌するオオジシギ

■冷水性で、礫質の清流に生息す

るハナカジカ

音更川KP21～30

士幌新橋付近

開放水面

自然裸地（砂州等）

■樹高が15m

を超えるケ

ショウヤナギ
等がみられ、

貴重な樹林環

境が残されて

いる

■低地の林に

営巣し、昆虫

等を採餌する

アオジ

■エゾノキヌヤナギやオノエヤナギ群落等が連続してい

る

十勝頭首工

（堰高3.65m）

■河道は蛇行を繰り返しており、河床は礫河床となっている 士幌新橋

◆ 音更川は、河床勾配が1/150～1/200の急流河川である。河道は、礫河原が発達し

て おり、流水の作用（侵食・運搬・堆積）により、瀬・淵が形成され、多様な流れを

つ くりだしている。また、河畔にはエゾノキヌヤナギやオノエヤナギ群落等の木本類が縦

断的に連続していることもあり、多様な動植物が生息・生育している。

◆ 横断工作物である十勝頭首工には、魚道が整備されていない。

木本類（エゾノキヌヤナギ群落等）



2121
動植物の生息・生育状況

【音更川】（十勝川合流点～KP30.3）

◆ 河畔には、エゾノキヌヤナギやオノエヤナギ群落等が縦断的に広く分布しており、

ケショウヤナギやハルニレ等の大径木がみられる。

◆ ハイタカやアオジ等の森林性の鳥類や、樹洞に営巣するオシドリ等が確認されている。

◆ 魚類は、エゾウグイ、ハナカジカ等が生息している。

音更川流

域

アオジ

環境 音更

川

エゾノキヌヤナギ

ハナカジカ
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河川景観の概要

環

境◆ 音更川は、上流域の落差の大きい山岳渓流から中下流域の広大な畑作地帯を流下し、音更市街地を貫流し

て十勝川に合流している。

◆ 合流点付近の音更町等の市街地周辺では、親水空間として高水敷が整備され、河川景観を望む視点場とな

っている。

音更川

柳町河川緑地パークゴルフ場

音更川 音和橋付近

十勝新橋（上流）

十勝新橋（下流）

音和橋（上流） 音和橋（下流）

共和橋（上流） 共和橋（下流）

然別湖

糠平湖

タウシュベツ川橋梁

音更

川
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河川利用の概要

環

境
◆ 音更町等の市街地周辺の高水敷は、公園やグラウンド等が整備されており、スポーツや散策等、多くの人

たちに利用されている。

子どもの水辺音更町

（柳町地区）

音更川

柳町河川緑地パークゴルフ場 音更河川緑地柳町広場

しほろ清流PG場

士幌新橋

音更橋～十勝頭首工
釣りポイント一例：十勝川頭首工下流

リバーパークPG場せきれいコース

十勝川合流点～音更橋
釣りポイント一例：柳町付近

音更川橋

然別湖（鹿追町）

音更

川
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現状と課題（利水・環境等） 音更

川

音更川の横断工作物である十勝頭首工には、魚道が整備されていない。

音更川は、上流域の落差の大きい山岳渓流から中下流域の広大な畑作地帯を流下

し、音更市街地を貫流して十勝川に合流している。合流点付近の音更町の市街地周

辺では、親水空間として高水敷が整備され、河川景観を望む視点場となっている。

音更町の市街地周辺の高水敷は、公園やグラウンド等が整備されており、スポー

ツや散策等、多くの人たちに利用されている。

利水・環境等

◆ 音更川の水は、上中流部で発電用水、かんがい用水、工業用水等として利用され

ている。

◆ 河川水質の一般的な指標であるBODの経年変化において、環境基準を概ね満足し

ているものの、近年超過している年もみられる。

◆ 河畔には、エゾノキヌヤナギやオノエヤナギ群落等が縦断的に広く分布しているほか

、ケショウヤナギやハルニレ等の大径木がみられ、ハイタカやアオジ等の森林 性の

鳥類や、樹洞に営巣するオシドリ等が確認されている。河道は、礫河原が発達して

おり、魚類の休息や生息場となる瀬・淵やワンド等多様な河川環境が多くみられ、

エゾウグイ、ハナカジカ等が生息している。

◆

◆

利水・環

境

◆



2525 今後の整備にあたっての特徴的なポイント

利水・環境等

今後の整備 音更

川
◆ 今後、河川整備計画をまとめるにあたって、音更川における特徴的な整備のポイン

トを示す。

治 水

◆ 目標流量（河道への配分流量）（十勝川の帯広基準点より下流域における戦後最大規

模の洪水である昭和37年8月洪水の規模により設定）を安全に流下させるために、河

道断面が不足している箇所については、堤防を整備する。

◆ 急流河川特有の流水の強大なエネルギーにより引き起こされる河道内の洗堀や侵

食 等から洪水氾濫を防ぐため、洪水時の洗掘・侵食によって市街地に著しい被害が生

じるおそれのある区間については、必要な河道の洗掘・侵食対策を講じる。

◆ 音更川の利水ダム（発電）である糠平ダムが満水時を想定した場合、より流量が増

加したり、水位がより早く上昇したりするおそれがあることから、地域防災力の向上 等

のソフト対策を講じる。

◆ 定期的に水質観測を行い、河川水質の状況を把握するとともに、地域住民、関係機

関等と連携を図り、現況水質の維持に努める。
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参 考



2727 現況の河道状況
参

考

音更

川

音更町

音更橋付近

▲ 上流側は畑地が広がり、下流側は音

更市街となっている。

士幌新橋

士幌新橋付近

▲ 十勝頭首工によりかんがい用水が供

給されている。

KP15～16付近

▲ 周辺には河岸段丘が形成されており、

畑地として利用されている。

十勝川合流点

▲ 十勝川合流点付近は、音更市街が

広がり、高水敷は公園の利用が盛ん

である。

音更町
音更町

上士幌橋付近

▲ 周辺には河岸段丘が形成されており、

畑地として利用されている。

中央橋

上士幌

清水谷

清水谷付近

▲ 山裾を蛇行して流れる自然河道であり、

左岸は畑地として利用されている。上

流には糠平ダムがある。

糠平ダム
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糠平ダムの概要

形

堤

堤

発

式 ：重力式コンクリートダ

ム高 ：76m
長 ：293m

電 ：糠平発電所で最大出力42,000kwを発

電ダム管理者：電源開発

㈱

糠平ダ

ム

糠平ダム

糠平湖 タウシュベツ川橋梁

参

考

諸 元 糠平ダム 十勝ダム 札内川ダム

集水面積（Km2） 387.8 592.0 117.7

湛水面積（ha） 822.0 420.0 170.0

総貯水容量 （万m3） 19,390 11,200 5,400

有効貯水容量（万m3） 16,050 8,800 4,200

◆ 糠平ダムは十勝川水系音更川に建設された発電専用ダムで、昭和28年着工、昭和30年完成。

（昭和31年供用開始）

◆ 貯水容量は流域内最大である。

音更

川
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◆ 音更川の支川合流部の内、4ヶ所に霞堤がみられる。
■霞堤の一般的なはたらき

・洪水時に開口部から逆流し洪水の勢いを弱める。

・氾濫した洪水が霞堤により広がることを防ぐ。

・堤内地の支川の流出量を自然に流すことが可能。

※出典：国土交通省中国地方整備局HP

霞堤の整備

音和橋付近

士幌新橋付近

音更川橋付近

参

考

音更

川
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昭和56年8月洪水の河岸侵食について

侵食後の河岸ライン

侵食前の河岸ライン

KP 3.0

KP 3.0

昭和53年撮

影

昭和57年6月6日撮

影

参

考

音更

川

KP 6.0

KP 7.0

KP 6.0

KP 7.0

侵食後の河岸ライン

侵食前の河岸ライン



平成２３年９月 前線による洪水大雨災害

十勝川水系音更川の堤防の一部流出



平成２３年９月洪水



平成２３年９月洪水



平成２３年９月洪水

流況

今回の出水における音更水位流量観測所の洪水ピーク水位は、氾濫注意水

位を 0.12m上 回るWL=73.22mであった（図 2-3）。また、ピーク流量は 548m3/s

（暫定値）であり、流量 記録が残る昭和 42 年以降の出水の中で、平成 15 年、

昭和 56年に次ぐ第 3位規模となる大 きな出水であった。



平成２３年９月洪水

（１）堤防の一部流出の発見
平成 23 年 9 月 7 日 7 時 39 分、当部職員が音更川 KP18.2 左岸において流水の侵食を受けて堤防の一
部が流出していることを発見した。前日の夕方に実施した河川巡視では異常が確認されていないことから、
9 月 6 日夜から 9 月 7 日未明の間に堤防の流出が始まったものと考えられる。



また、写真 3-2のように、水衝部およびその河岸侵食面は既に堤防まで達し、堤体の一部 が流出している。出水中に行った測定

結果から、写真が撮影された 7日午前中では毎時 5m  ほど堤防の流出延長が増大していることが明らかになっている。また、堤体

の侵食面は写真 3-3 のように急角度で切り立っており、水面下の堤体基盤部の土砂が洗掘され、その結果、 不安定化した堤体の

土砂が土塊状に崩落することを繰り返しながら、堤体流出が生じてい た。なお、写真 3-3に見えるパイプは光ファイバーケーブル

の鞘管である。

写真 3-2．堤防流出箇所（上流から下流方向。H23.9.7AM撮影）

写真 3-3 流出部の侵食面（上流側から撮影。H23.9.7 AM10:14撮影）

写真 3-2 堤防の一部流出箇所（下流側から撮影。H23.9.7 AM9:24撮影）

- 8 -







平成28年8月洪水



災害の概要
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札内川：第二大川橋
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災害の概要

〈水位観測所の年最大水位比較〉

水位観測所箇所図



災害の概要

被災箇所図

〈 H28年被災状況〉

－－－堤防決壊－－－

札内川 2箇所

音更川 1箇所

－その他被災状況－

天然河岸洗掘

約1,420m

既設護岸被災

約5,057m



災害の概要

破堤箇所③ 音更川左岸KP21.2
被災経緯

被災状況

･ H28年8月31日17時30分頃に決壊確認

･決壊延長は約230m、堤内への外水氾濫は確認されていない

被災前の音更川

約120mの高水敷

現
況
堤
防



災害の概要

破堤箇所①
被災経緯

被災状況

札内川左岸KP25.0
·H28年8月31日午前5時20分頃に決壊確認

･決壊延長は約200m、堤内地で約50haの浸水被害が確認された

被災前の札内川と戸蔦別川の合流部

現
況
堤

防

堤防決壊



災害の概要

破堤箇所②
被災経緯

被災状況

札内川左岸KP40.5
·H28年9月1日午前11時10分頃に決壊確認

･決壊延長は約130m、堤内側への氾濫は確認されていない

現
況
堤

防
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河川別天然河岸の被災状況

音更川KP24.0左岸 天然河岸の被災状況
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＊天然河岸の被災は侵食幅が堤防防護ラインを超過した箇所

災害の概要
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災害の概要
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：浸水範囲

：決壊箇所

：災害復旧（国）

：災害関連（国）

：復緊事業（国）

：災害関連（道）

北海道緊急治水対策プロジェクト ハード対策の概要

芽室町浸水状況

十勝川水系札内川の堤防決壊

堤防決壊

HWL

引堤掘削

芽室川整備イメージ

＜主な河川の対策内容＞

【十勝川水系】
十勝川水系の本川や支川において、災害復旧を行うとともに再度災害防止を図るため、

堤防整備や河道掘削等を緊急的・集中的に実施。

※このほか、北海道管理の音更川、ペケレベツ川、パンケ新得川等においても災害復旧事業等を実施予定。
（今後の災害査定により決定）

太平洋

10km2.5km 5km

帯広市街

十
勝
大

橋

十勝川温泉

十勝川整備イメージ

H.W.L

河道掘削

①

①

③

十勝川温泉街の浸水状況
8/31台風10号

十勝大橋から帯広市街地を望
む
8/31台風10号出水状況

②

③
②

④

④

ソーラー発電施
設

工場

変電
所

工場

変電
所

事業実施期間：H28～H31年度まで



北海道緊急治水対策プロジェクト ハード対策の概要
＜主な河川の対策内容＞

流
量
Ｑ

整備計画方針流量

整備計画目標流量

今回整備流量

ハード対策（河道掘削）のイメージ

H28～H31年度まで
緊急的に実施

【河道掘削・伐開】

（河川整備の対象流量）
↓


